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第
二
次
八
峰
町
総
合
振
興
計
画
の
策
定
に
つ

い
て
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
総
合
計
画
に
つ
い
て

は
、
地
方
自
治
法
第
二
条
第
四
項
に
お
い
て
、

市
町
村
に
対
し
、
総
合
計
画
の
基
本
部
分
で
あ

る
「
基
本
構
想
」
に
つ
い
て
、
議
会
の
議
決
を

経
て
定
め
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、
平
成
23
年
５
月
２
日
に
「
地
方
自
治
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
が
公
布
さ
れ
、
基

本
構
想
の
策
定
及
び
議
会
の
議
決
を
経
る
か
ど

う
か
は
市
町
村
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。�

　
本
町
で
は
、
町
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
行

政
運
営
の
指
針
や
、
町
民
に
町
づ
く
り
の
長
期

的
な
展
望
を
示
す
た
め
に
、
総
合
振
興
計
画
は

今
後
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
今
議
会
に
総
合
振
興
計
画
策
定
条

例
を
提
案
し
て
い
ま
す
。�

　
な
お
、
今
年
度
は
計
画
策
定
の
前
段
と
し
て
、

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
本

格
的
な
策
定
作
業
は
、
来
年
度
、
総
合
振
興
計

画
審
議
会
に
諮
問
す
る
形
で
実
施
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。�
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少
子
化
人
口
減
少
対
策
会
議
の
設
置
に
つ
い

て
で
す
が
、
少
子
高
齢
化
や
都
市
へ
の
若
者
の

流
出
が
止
ま
ら
ず
、
地
方
を
中
心
に
人
口
減
少

が
加
速
し
て
い
ま
す
。
本
町
に
お
い
て
も
、
国

立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
調
査
で
は
、

２
０
４
０
年
に
は
人
口
が
４，

１
７
９
人
に
ま

で
減
少
す
る
推
計
結
果
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、

民
間
団
体
「
日
本
創
生
会
議
」
に
よ
る
本
町
の

２
０
４
０
年
の
人
口
は
、
３，

８
４
０
人
と
更

に
厳
し
く
、
「
消
滅
可
能
性
自
治
体
」
の
一
つ

と
い
う
大
変
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
予
測
と
な
っ
て

い
ま
す
。�

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
６
月
30
日
、
副
町
長
を
座

長
に
、
「
少
子
化
人
口
減
少
対
策
会
議
」
を
立

ち
上
げ
、
複
数
の
課
に
関
わ
る
少
子
化
や
人
口

減
の
諸
課
題
に
つ
い
て
多
面
的
・
多
角
的
に
検

討
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
今
後
、
既
存
事
業

の
見
直
し
や
新
規
事
業
の
創
出
等
を
行
い
、
必

要
に
応
じ
て
新
年
度
予
算
に
反
映
さ
せ
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。�
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敬
老
式
に
つ
い
て
で
す
が
、
今
年
度
の
対
象

者
は
、
初
養
老
を
迎
え
た
方
が
84
名
、
傘
寿
の

方
が
１
４
７
名
、
米
寿
の
方
が
81
名
、
金
婚
夫

婦
37
組
と
な
っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
人
生
の

節
目
を
迎
え
ら
れ
た
方
々
で
あ
り
、
あ
ら
た
め

て
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
今
後
一

層
の
ご
長
寿
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。�

  

９
月
６
日
、
八
峰
町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
開
催
さ
れ
た
敬
老
式
は
、
対
象
者
の
う

ち
初
養
老
の
33
名
を
含
め
１
２
９
名
が
出
席
し
、

神
事
や
記
念
品
贈
呈
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
式
典
終
了
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
峰

浜
民
踊
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
に
よ
る
踊
り
が
披

露
さ
れ
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
楽
し
い
一

日
を
過
ご
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
　
　�

　
ま
た
、
会
場
内
の
一
角
に
設
け
ら
れ
た
特
設

の
撮
影
所
で
記
念
写
真
を
撮
ら
れ
る
方
も
お
ら

れ
ま
し
た
。�
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町
が
産
業
振
興
条
例
の
指
定
事
業
者
に
指
定

し
た
二
社
に
つ
い
て
近
況
を
報
告
し
ま
す
。�

　
旧
サ
ニ
ー
ア
オ
サ
ダ
峰
浜
工
場
を
取
得
し
た

大
館
市
の
縫
製
加
工
会
社
ア
キ
タ
ク
ロ
ー
ジ
ン

グ
株
式
会
社
は
、
７
月
14
日
に
従
業
員
35
名
体

制
で
操
業
を
開
始
し
ま
し
た
。
業
界
ト
ッ
プ
の

菅
公
学
生
服
の
協
力
工
場
と
し
て
、
月
約
６，

０
０
０
本
の
ズ
ボ
ン
の
生
産
に
向
け
て
取
り
組

む
考
え
で
、
従
業
員
を
約
50
人
ま
で
増
員
し
て

の
操
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
人
気
の
寝
具
「
王
様
の
夢
枕
」
シ
リ

ー
ズ
を
製
造
し
て
い
る
Ｂ
ｅ
ｅ
ｃ
ｈ
株
式
会
社

は
、
７
月
18
日
に
新
工
場
で
操
業
を
開
始
し
ま

し
た
。
現
在
従
業
員
は
14
名
で
、
年
間
約
22
万

個
の
生
産
を
目
指
し
て
い
ま
す
。�

　
共
に
雇
用
確
保
や
産
業
振
興
の
面
で
町
に
大

き
く
貢
献
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。�
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８
月
５
日
か
ら
６
日
に
か
け
て
の
豪
雨
災
害

に
つ
い
て
で
す
が
、
ま
ず
、
農
業
関
係
で
は
水

田
の
法
面
が
崩
落
し
た
農
地
災
害
が
１
箇
所
、

農
道
や
用
水
路
の
法
面
等
が
決
壊
し
た
農
業
施

設
災
害
が
４
箇
所
発
生
し
、
被
害
額
は
約
６
２

０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
林
道
災
害
で
は
、
最
も
被
害
の
大
き
か
っ
た

岩
館
の
「
池
の
台
線
」
で
法
面
崩
落
や
路
肩
決

壊
な
ど
４
箇
所
、
ほ
か
「
泊
沢
線
」
や
「
八
代

沢
線
」
「
水
沢
山
線
」
な
ど
合
わ
せ
て
10
路
線

で
路
面
洗
掘
や
土
砂
流
出
な
ど
の
被
害
が
あ
り
、

被
害
総
額
は
約
１，

８
０
０
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。
特
に
、
池
の
台
線
の
崩
落
箇
所
に
つ
い

て
は
、
国
庫
補
助
事
業
に
よ
る
災
害
復
旧
工
事

に
申
請
す
べ
く
設
計
書
作
成
な
ど
準
備
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。�

　
ま
た
、
公
共
土
木
施
設
関
係
で
は
、
町
道
５

路
線
６
箇
所
で
法
面
の
崩
落
や
路
肩
の
決
壊
、

ま
た
４
河
川
５
箇
所
で
河
岸
の
決
壊
が
発
生
し

ま
し
た
。
特
に
、
町
道
真
瀬
線
の
国
道
か
ら
８

０
０
メ
ー
ト
ル
付
近
で
は
、
６
日
９
時
頃
に
幅

約
40
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
約
10
メ
ー
ト
ル
に
わ
た

り
法
面
が
崩
落
し
て
、
土
砂
で
通
行
出
来
な
く

な
り
ま
し
た
。�

　
こ
の
崩
落
箇
所
の
早
期
復
旧
に
向
け
、
補
助

対
象
事
業
や
復
旧
工
法
な
ど
、
県
と
協
議
し
て

い
ま
す
。�

��������������

���

　
学
校
統
合
に
つ
い
て
は
、
既
に
８
月
号
の
広

報
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
「
八
峰
町
小

学
校
及
び
中
学
校
統
合
協
議
会
」
を
去
る
７
月

14
日
に
立
ち
上
げ
て
い
ま
す
。�

　
こ
の
協
議
会
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
の
代
表
、

教
職
員
や
議
会
代
表
な
ど
を
中
心
に
39
名
か
ら

な
る
委
員
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
平
成
28
年
４

月
の
統
合
に
向
け
て
様
々
な
協
議
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。�

　
初
回
の
協
議
会
で
は
、
統
合
後
の
校
舎
と
し

て
活
用
予
定
の
水
沢
小
学
校
及
び
峰
浜
中
学
校

を
視
察
し
て
い
た
だ
き
、
改
修
の
た
め
の
意
見

等
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。�

　
第
２
回
目
は
８
月
５
日
に
開
催
し
、
協
議
会

設
置
要
綱
の
内
容
や
統
合
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
確
認
し
、
校
名
に
つ
い
て
は
広
く
公
募
と

す
る
こ
と
に
決
定
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
基
づ

い
て
、
９
月
末
を
応
募
期
限
と
し
た
募
集
用
紙

を
８
月
下
旬
に
全
戸
配
布
し
て
い
ま
す
。�

　
第
３
回
目
の
協
議
会
は
、
９
月
２
日
に
分
科

会
形
式
で
行
い
、
統
合
後
に
子
供
た
ち
が
楽
し

く
の
び
の
び
と
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
更

に
は
、
子
供
た
ち
が
統
合
後
に
不
安
を
感
じ
な

い
よ
う
に
、
学
校
間
の
交
流
事
業
等
に
つ
い
て

話
し
合
い
を
し
て
い
ま
す
。�

　
な
お
、
協
議
会
で
調
整
・
協
議
さ
れ
た
内
容

に
つ
い
て
は
、
「
協
議
会
だ
よ
り
」
を
通
じ
て

町
民
に
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。�

�
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第
二
次
八
峰
町
総
合
振
興
計
画�

　
　
　
　
　
策
定
へ
向
け
動
き
出
す�

少
子
化
人
口
減
少
対
策
会
議
を
設
置�

　
　
　
　
諸
課
題
を
多
角
的
に
検
討�

ア
キ
タ
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
と
Ｂ
ｅ
ｅ
ｃ
ｈ�

　
雇
用
確
保
・
産
業
振
興
で
町
へ
貢
献�

84
名
が
初
養
老
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た�

長
寿
と
健
康
を
祈
願
し
た
八
峰
町
敬
老
式�

八峰町９月議会定例会�

町長の行政報告を�
　　　 お知らせします�

　八峰町９月議会定例会が10日から19日までの会期で開かれ、町

長の行政報告や一般質問、補正予算、平成25年度決算の議案審議

などが行われました。�

　町長の行政報告の中から主なものをお知らせします。�

９
月
議
会
定
例
会
に�

　
　
　
提
出
し
た
主
な
議
案�

八
峰
町
総
合
振
興
計
画
策
定
条
例

制
定
に
つ
い
て�

八
峰
町
保
育
所
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て�

県
北
地
区
広
域
汚
泥
処
理
施
設
の

建
設
及
び
維
持
管
理
等
に
関
す
る

事
務
の
委
託
に
関
す
る
規
約
に
つ

い
て�

八
峰
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画

の
一
部
変
更
に
つ
い
て�

町
道
路
線
の
廃
止
及
び
認
定
に
つ

い
て�

平
成
26
年
度
八
峰
町
一
般
会
計
補

正
予
算
１
億
３，

５
３
５
万
円
を

増
額
す
る
も
の�

主
な
追
加
補
正
分�

旧
田
中
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
解
体

事
業
、
広
域
南
部
清
掃
工
場
運
営

費
負
担
金
、
秋
田
県
町
村
電
算
シ

ス
テ
ム
共
同
事
業
組
合
負
担
金
、

戸
籍
電
算
シ
ス
テ
ム
機
器
更
新
関

係
経
費
、
介
護
保
険
特
別
会
計
操

出
金
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
緊
急
支

援
事
業
補
助
金
、
農
地
農
業
用
施

設
及
び
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧

費
な
ど�

各
特
別
会
計
補
正
予
算�

平
成
25
年
度
八
峰
町
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
承
認
に
つ
い
て�

平
成
25
年
度
各
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
承
認
に
つ
い
て�

八
峰
町
副
町
長
の
選
任
に
つ
い
て�

大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
８
月
豪
雨�

　
林
道
災
害
の
復
旧
に
１，
８
０
０
万
円�

小
中
学
校
の
統
合
へ
向
け
て�

　
　
　
　
　
　
協
議
会
を
立
ち
上
げ�

アキタクロージングでの町長のあいさつ�

対象者に記念品を贈呈�

土砂崩れで通行止めとなった国道�


